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「地震被害想定」を県が公表 

2022年 

3月 

も

っ

と

も

大

き

い

揺

れ

で

、

死

者

８

千

人

！

 

 

＊

県

作

成

の

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

よ

り

 

 

防

災

局

が

今

年

３

月

に

公

表

し

た

新

た

な

「

地

震

被

害

想

定

調

査

結

果

報

告

書

」

に

よ

る

と

、

「

長

岡

平

野

西

縁

断

層

帯

」

を

震

源

と

す

る

地

震

発

生

に

よ

っ

て

、

最

も

大

き

い

被

害

が

生

じ

る

と

さ

れ

ま

す

。

 

 

冬

季

、

積

雪

時

の

場

合

、

最

大

震

度

７

の

揺

れ

で

死

者

８

千

人

弱

、

全

壊

家

屋

１

７

万

棟

に

の

ぼ

る

と

い

う

未

曽

有

の

災

害

で

す

。

 

 

大

事

な

こ

と

は

、

こ

の

地

震

が

発

生

し

て

か

ら

「

知

ら

な

か

っ

た

」

「

教

え

て

ほ

し

か

っ

た

」

と

い

う

県

民

が

残

さ

れ

な

い

よ

う

に

、

十

分

に

周

知

徹

底

す

べ

き

で

は

あ

り

ま

せ

ん

か

。

知

事

の

所

見

を

伺

い

ま

す

。

 

 

今

回

の

調

査

は

、

防

災

に

か

か

わ

る

各

種

計

画

の

見

直

し

や

県

民

の

防

災

意

識

の

向

上

を

は

か

る

こ

と

を

目

的

に

、

最

新

の

知

見

や

社

会

情

勢

の

変

化

な

ど

も

ふ

ま

え

て

、

２

４

年

ぶ

り

に

実

施

し

た

も

の

で

す

。

 

 

こ

の

調

査

結

果

は

、

県

民

の

安

全

安

心

に

か

か

わ

る

重

要

な

情

報

で

す

の

で

、

県

民

に

周

知

し

て

い

く

こ

と

が

大

変

重

要

だ

と

思

っ

て

い

ま

す

。

 

 

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

と

か

動

画

な

ど

も

作

っ

て

、

広

く

県

民

へ

の

周

知

に

取

り

組

む

と

と

も

に

、

防

災

教

育

の

い

ろ

い

ろ

な

場

面

で

、

自

主

防

災

組

織

の

リ

ー

ダ

ー

研

修

な

ど

で

も

活

用

し

て

ま

い

り

た

い

と

思

い

ま

す

。

 

 

ま

た

、

各

種

計

画

の

見

直

し

も

図

っ

て

ま

い

り

た

い

と

思

い

ま

す

。

 

▲耐震シェルターの事例 

＊東京都のホームページより 

▼断熱リフォームのイラスト 

省

エ

ネ

・

断

熱

リ

フ

ォ

ー

ム

と

あ

わ

せ

て 

耐

震

シ

ェ

ル

タ

ー

・

耐

震

改

修

の

促

進

を 

  

昭和56年5月31日以前に建築された一戸建、木造住宅耐震補助 

ブロック

塀補助 
耐震診断 耐震補強設計 全体改修 部分改修 耐震シェルター等 

個人負担額※１ 補助上限額 

長岡市 1万円 15.5万円※２ 105万円※２ （70万円）※２ （40万円） 15万円 

出雲崎町 1万円以上 － 75万円 （40万円）※３ （40万円） 10万円 

補注 （  ）は、高齢者のみ世帯・障がい者等居住世帯の場合の個人負担額および補助上限額を示す。   （2022年4月現在） 

※１ 住宅規模が大きい場合、個人負担額が異なる場合がある。   

※２ 全体改修工事と耐震補強設計に対する助成額の場合は上限120万円（部分改修工事の場合上限85万円）。 

※３ 部分改修後に、追加して耐震改修を行う場合は、＋35万円。 

遠藤れい子県議 

花角知事 

 

揺

れ

に

弱

い

古

い

建

物

の

耐

震

化

、

耐

震

補

強

や

建

て

替

え

を

進

め

る

こ

と

で

、

全

壊

棟

数

を

減

ら

し

、

亡

く

な

る

人

を

減

ら

す

こ

と

は

可

能

だ

と

さ

れ

ま

す

。

 

 

住

宅

丸

ご

と

建

て

替

え

る

に

は

多

額

の

費

用

が

か

か

る

一

方

で

、

居

間

や

寝

室

な

ど

に

耐

震

シ

ェ

ル

タ

ー

を

設

置

す

る

住

宅

リ

フ

ォ

ー

ム

は

格

段

に

負

担

が

少

な

く

、

助

成

制

度

も

あ

り

ま

す

。

 

 

地

球

温

暖

化

対

策

で

、

断

熱

リ

フ

ォ

ー

ム

の

促

進

も

叫

ば

れ

て

い

る

も

と

で

、

「

耐

震

・

断

熱

リ

フ

ォ

ー

ム

」

支

援

制

度

の

創

設

を

検

討

す

べ

き

で

は

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 

 

住

宅

の

耐

震

改

修

に

は

県

の

補

助

制

度

が

、

断

熱

改

修

に

は

国

の

補

助

制

度

が

ご

ざ

い

ま

す

。

耐

震

改

修

と

あ

わ

せ

て

断

熱

改

修

を

行

っ

て

い

た

だ

く

こ

と

は

、

効

率

的

で

す

。

 

 

関

係

部

局

が

連

携

し

な

が

ら

相

互

に

周

知

を

図

る

な

ど

、

相

乗

的

に

効

果

が

発

揮

さ

れ

る

よ

う

に

、

取

り

組

み

を

進

め

て

ま

い

り

た

い

と

思

い

ま

す

。

 

古い建物の耐震化で、被害は減らせます 

遠藤 知事 



冬季・降雪時の スクールバス を増やして！ 

遠

藤

県

議

、

地

元

住

民

と

と

も

に 
市

教

委

に

要

望

届

け

る 

 

中

之

島

み

ず

ほ

団

地

は

、

中

学

校

か

ら

３

㎞

の

距

離

に

あ

る

た

め

、

「

夏

場

７

㎞

以

上

、

冬

場

４

㎞

以

上

」

と

い

う

基

準

を

満

た

し

ま

せ

ん

。

 

 

し

か

し

、

冬

季

・

降

雪

時

は

通

学

路

の

歩

道

除

雪

が

、

早

朝

の

通

学

時

間

帯

に

間

に

合

わ

ず

、

や

む

を

得

ず

車

道

を

歩

い

て

登

校

す

る

こ

と

に

･
･
･

。

 

 

車

道

を

歩

く

の

は

と

て

も

危

険

な

た

め

、

結

局

、

ほ

と

ん

ど

の

中

学

生

が

ご

家

族

の

協

力

で

、

自

動

車

送

迎

と

な

っ

て

い

る

実

態

で

、

こ

れ

が

渋

滞

を

引

き

起

こ

す

要

因

に

も

な

っ

て

い

ま

す

。

 

冬

季

ス

ク

ー

ル

バ

ス

増

発

は 

 

多

く

の

市

民

の

願

い 

 

子

ど

も

た

ち

の

通

学

路

の

安

全

確

保

は

不

可

欠

の

課

題

で

す

。

と

く

に

、

冬

季

・

降

雪

期

の

通

学

路

に

は

、

さ

ま

ざ

ま

な

危

険

が

あ

り

、

ス

ク

ー

ル

バ

ス

増

発

の

願

い

は

切

実

で

す

。

 

 

遠

藤

県

議

は

こ

の

ほ

ど

、

関

係

住

民

の

方

と

い

っ

し

ょ

に

、

長

岡

市

教

育

委

員

会

に

出

向

き

、

歩

道

除

雪

の

強

化

と

と

も

に

冬

季

間

の

ス

ク

ー

ル

バ

ス

増

設

の

切

実

な

要

望

を

届

け

ま

し

た

。

 

 

安

倍

元

総

理

が

、

そ

の

動

機

の

い

か

ん

に

か

か

わ

ら

ず

、

無

法

な

銃

撃

に

よ

り

殺

害

さ

れ

た

こ

と

は

、

民

主

主

義

の

根

幹

を

揺

る

が

す

暴

挙

で

あ

っ

て

、

決

し

て

許

さ

れ

ず

、

ご

逝

去

に

深

い

哀

悼

の

意

を

表

明

し

、

ご

冥

福

を

心

か

ら

祈

念

い

た

し

ま

す

。

 

 

た

と

え

政

治

的

立

場

を

異

に

し

て

い

た

と

し

て

も

、

亡

く

な

ら

れ

た

方

に

礼

儀

を

つ

く

す

の

が

わ

が

党

の

立

場

で

す

。

し

か

し

そ

れ

は

、

安

倍

元

総

理

に

対

す

る

政

治

的

評

価

と

は

ま

っ

た

く

別

の

問

題

で

す

。

 

 

決

議

案

の

表

題

と

本

文

に

は

、

安

倍

元

総

理

の

「

功

績

を

称

え

」

と

い

う

文

言

が

明

記

さ

れ

て

い

ま

す

。

 

 

日

本

共

産

党

は

、

安

倍

元

首

相

の

在

任

時

か

ら

、

そ

の

内

政

・

外

交

政

策

の

全

般

、

政

治

姿

勢

に

対

し

て

、

厳

し

い

批

判

的

立

場

を

表

明

し

て

ま

い

り

ま

し

た

。

 

 

と

り

わ

け

、
「

集

団

的

自

衛

権

行

使

容

認

」

の

閣

議

決

定

、

憲

法

違

反

の

「

安

保

法

制

」

の

強

行

、
「

モ

リ

、

カ

ケ

、

桜

」

な

ど

数

々

の

疑

惑

な

ど

、

安

倍

元

総

理

が

す

す

め

て

き

た

内

政

・

外

交

政

策

の

問

題

点

は

、

そ

れ

を

継

承

す

る

と

表

明

し

て

い

る

岸

田

内

閣

の

も

と

で

も

、

ひ

き

つ

づ

き

国

政

の

大

き

な

争

点

と

な

っ

て

い

ま

す

。

 

 

さ

ら

に

、

こ

の

銃

撃

事

件

を

契

機

に

ク

ロ

ー

ズ

ア

ッ

プ

さ

れ

て

い

る

「

旧

統

一

協

会

」

と

政

治

の

関

係

は

、

現

在

進

行

形

で

政

治

と

社

会

を

揺

る

が

し

て

い

ま

す

。

 

 

以

上

の

よ

う

な

事

実

を

見

れ

ば

、

無

法

な

暴

力

に

よ

っ

て

命

を

失

っ

た

安

倍

元

総

理

に

対

す

る

「

哀

悼

の

思

い

」

を

も

っ

て

い

る

多

く

の

方

々

を

含

め

て

、

そ

の

政

治

的

立

場

や

政

治

姿

勢

に

対

す

る

評

価

は

大

き

く

分

か

れ

て

お

り

、

単

純

に

「

功

績

を

称

え

」

る

と

の

表

現

で

集

約

す

る

わ

け

に

は

ま

い

り

ま

せ

ん

。

 

 

以

上

の

立

場

か

ら

、

安

倍

元

総

理

へ

の

哀

悼

の

意

を

表

明

す

る

こ

と

と

、

そ

の

「

功

績

を

称

え

」

る

こ

と

は

、

明

確

に

分

け

る

べ

き

で

あ

っ

て

、

本

発

議

案

に

は

賛

成

で

き

な

い

の

で

あ

り

ま

す

。

 

「『安倍晋三元内閣総理大臣の功績を称え、そのご逝去に対し 

哀悼の意を表する決議案』には同意できない」 と討論 （8月2日） 

 遠藤れい子県議は、８月２日の県議会本会議で、自民党から提出された「安倍晋三元内閣総理大臣の功績を称

え、そのご逝去に対し哀悼の意を表する決議（案）」に対して、以下のような反対討論をおこないました。 

新型コロナ対策強化を県・市に申入れ 県

政

・

市

政

報

告

会

を

開

催

 

 遠藤れい子県議は、県（8/6）と長

岡市（8/19）に、新型コロナ対策の強

化を求める申し入れを行ないました。 

 要請内容は、▽発熱外来の増設▽学

校・保育園を通じた検査キットの配布

と活用▽保健所体制の抜本的強化▽売

上減の事業所に対する県独自の給付金

支給などです。 

 遠藤県議は「第７波」で医療・保健

体制のひっ迫は深刻で、踏み込んだ対

策が必要と述べ、「子どもは心配だか

ら診療に訪れる。発熱外来の増設は不

可欠」など現場の実情を伝え、対策の

強化を求めました。  

 

長

岡

市

さ

い

わ

い

プ

ラ

ザ

で

「

県

政

・

市

政

報

告

会

」

を

開

催

（

８

月

６

日

）

。

 

 

遠

藤

れ

い

子

県

議

、

服

部

耕

一

前

市

議

、

笠

井

則

雄

市

議

が

報

告

し

ま

し

た

。

 

 

新

し

い

「

地

震

被

害

想

定

」

や

地

域

医

療

構

想

な

ど

の

問

題

点

、

下

水

道

料

金

値

上

げ

問

題

な

ど

、

県

・

市

政

の

様

々

な

問

題

が

報

告

さ

れ

、

参

加

者

か

ら

は

、

河

川

の

伐

木

、

歩

道

除

雪

、

道

路

表

示

な

ど

の

次

々

に

要

望

、

意

見

が

出

さ

れ

、

活

発

に

議

論

さ

れ

ま

し

た

。

 

▲遠藤れい子県議は、前列・左から２番目。中央は、佐久間副知事 

 

「

新

潟

県

女

性

議

員

の

会

」

は

、

７

月

２

９

日

、

総

会

を

開

催

し

ま

し

た

。

 

 

全

県

の

女

性

の

地

方

議

会

議

員

８

２

人

の

う

ち

、

過

半

数

を

占

め

る

４

２

名

が

会

員

で

す

。

 

 

総

会

に

は

２

４

名

が

参

加

し

て

、

活

動

交

流

と

研

修

を

行

い

ま

し

た

。

 

 

フ

ー

ド

バ

ン

ク

連

絡

協

議

会

事

務

局

長

の

小

林

さ

ん

か

ら

、

コ

ロ

ナ

禍

で

フ

ー

ド

バ

ン

ク

に

支

え

ら

れ

て

命

を

つ

な

い

で

い

る

事

例

な

ど

が

報

告

さ

れ

、

「

扶

養

照

会

」

な

ど

な

い

ア

ク

セ

ス

し

や

す

い

セ

ー

フ

テ

ィ

ネ

ッ

ト

が

強

く

求

め

ら

れ

て

い

る

と

語

ら

れ

ま

し

た

。

 

「新潟県女性議員の会」が総会を開催 


